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ＰＰ２２ 子子育育てて支支援援セセンンタターー ＰＰ６６ 教教育育委委員員会会
ＰＰ３３ 超超深深地地層層研研究究所所 ＰＰ９９ おお知知ららせせ
ＰＰ４４ みみんんななのの広広場場 ＰＰ����保保健健セセンンタターー

主な内容
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子育てで悩んでいるお母さんはありませんか｡
一人で悩んでいるとつらくなるばかり｡
話をすることで気持ちが楽になりますよ｡
ゆっくり相談を希望される方は事前に電話をください｡
＊問い合わせ 瑞浪市地域子育て支援センター ���－����

������ (電話､ 来園もＯＫ)

専用電話�������
◆月～土曜日の９時～��時
(ただし土曜は��時まで､
祝日､ 第２･４月曜日を除く)

＊
毎
月
第
４
金
曜
日

��
時
〜

(

��
月
は
��
日
�)

＊
会
場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

(

稲
津
保
育
園
内)

＊
対
象

市
内
全
域
、
首
が
す
わ
っ
て
か
ら
１
歳
の
誕
生
日
位
ま
で
の
乳
児

＊
内
容

親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
大
切
に
し
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
赤
ち
ゃ

ん
の
発
達
を
確
認
し
た
り
、
動
き
を
手
助
け
す
る
方
法
を
知
っ
て

い
た
だ
く
教
室
で
す
。

(所蔵 美濃歌舞伎博物館相生座)

平成��年９月市有形民俗文化財に指定

瑞
浪
市
文
化
財
指
定
記
念

入
場
無
料

期

間

平
成
��
年
１
月
２
日
�
〜
１
月
��
日
�

会

場

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
中
仙
道

地
歌
舞
伎
に
関
す
る
資
料
等
提
供
の
お
願
い
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・ぴよぴよ
ひよこクラス

・よちよち
ペンギンクラス

・ちょろちょろ
りすクラス

・ぴょんぴょん
うさぎクラス

同年齢の子どもを持つ親子が集まり､ 遊んだり､
話をする交流の場です｡ (予約制ではありません)

(０～１歳の誕生日位まで)
第１・３木曜日

(１～２歳の誕生日位まで)
第２・４水曜日

(２～３歳の誕生日位まで)
第１・３火曜日

(３歳～就園前まで)
第２・４火曜日
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�

こ
の
地
方
で
は
、
昭
和
初
期
ま
で

村
の
青
年
団
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、

盛
ん
に
芝
居
を
上
演
し
て
い
ま
し
た
。

瑞
浪
市
で
は
、
市
指
定
文
化
財
の

歌
舞
伎
衣
裳
公
開
に
伴
い
、
衣
裳
の

他
に
も
様
々
な
資
料
を
展
示
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
��
年
以
前

の
地
歌
舞
伎
に
関
す
る
写
真
・
文
献

等
を
お
持
ち
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

担
当
文
化
施
設
課(

化
石
博
物
館
内)

�
６
８－

７
７
１
０

仙台藩伊達家の家督争いに題材を採っ

た 『伽
めい

羅
ぼく

先
せん

代
だい

萩
はぎ

』 の乳母政岡の役衣裳

(江戸時代末期)

平成��年��月��日
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＊ ｢動力炉・核燃料開発事業団｣ は平成��年��月１日に ｢核燃料サイクル開発機構｣ と改組
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日時 ��月��日� 午後６時30分～８時30分

会場 瑞浪市総合文化センター 講堂
�������	
��������������������� !"#$%&

'(��)*+,-./01�2345�6789:;�<=>�?@�A7B

講師 通産省資源エネルギー庁 原子力産業課長 原 山 氏 原子力産業課企画官 安 井 氏

科学技術庁原子力局 廃棄物政策課長 岩 橋 氏

超 深 地 層 研 究 所 計 画 と 瑞 浪 市

瑞浪市議会は､ 平成７年第５回市議会定例会にて次のように決議しています｡

◎超深地層研究所計画に関する安全の確保のための決議 (一部抜粋)

瑞浪市は､ 本計画の推進が豊かな自然と調和した郷土の発展に役立つとの認識に立ち､ 市民に

不安を与えることなく､ 研究終了後も将来にわたって放射性廃棄物の持ち込みについては､ いか

なる場合であっても認めないし､ 放射性廃棄物の最終処分場については一切受け入れないことを

決意し､ ここに決議する｡ 平成７年��月��日 瑞浪市議会

瑞浪市は､ 平成７年��月��日に次のように協定を締結しています｡

◎東濃地科学センターにおける地層科学研究に係る協定書

岐阜県､ 瑞浪市及び土岐市 (以下 ｢関係自治体｣ という｡) 並びに動力炉・核燃料開発事業団

(以下 ｢事業団｣ という｡) は､ 事業団による (仮称) 超深地層研究所 (以下 ｢研究所｣ という｡)

の設置にあたり､ 民主・自主・公開の精神に則り､ 下記のとおり協定を締結する｡

１ 事業団は､ 研究所について､ 放射性廃棄物を持ち込むことや使用することは一切しない

し､ 将来においても放射性廃棄物の処分場とはしない｡ (以下省略)

科学技術庁長官から平成��年９月��日付で､ 岐阜県知事あてに次の回答がありました｡

◎動力炉・核燃料開発事業団東濃地科学センターが推進する地層科学研究について
(回答) (一部抜粋)

１. この研究では､ 研究実施区域に放射性廃棄物が持ち込まれることはないし､ 当該区域を

高レベルの放射性廃棄物の処分地とするための研究が行われるものではありません｡

２. 地元が処分場を受け入れる意思がないことを表明されている状況においては､ 岐阜県内

が高レベルの放射性廃棄物の処分地になることはないものであることを確約します｡

瑞浪市役所 ���－����
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��
月
��
日
�

９
時
〜

�
�
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��
月
��
日
、
日
吉
寿
大
学
の
み
な
さ
ん
��
人

が
日
吉
小
学
校

(

１
９
０
人)

を
訪
れ
、
児
童

と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
と
子
ど
も
の
触
れ
合
う
機
会
を
設

け
、
地
域
の
文
化
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
こ
の
交
流
は
、
昨
年
に
続
き
２
回
目
と
な
り

ま
す
。

１
年
生
か
ら
４
年
生
は
、
紙
鉄
砲
や
竹
の
け

ん
玉
な
ど
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
、
道
具
作
り
か

ら
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
年
生
は
、
日
吉
町
の
文
化
財
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
話
を
聞
き
、
地
域
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

�
�
	


�
�


�

み
ず
な
み
の
芋(

ヤ
マ
ト
イ
モ)

を
販
売
し
ま
す

��
月
１
日
、
消
防
本
部
に
２
台
目
の

高
規
格
救
急
車

(

約
２
８
０
０
万
円)

が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
救
急
車
に
は
、
心
電
図
伝
送
装

置
な
ど
が
装
備
さ
れ
、
医
師
の
指
示
を

受
け
た
救
急
救
命
士
が
、
特
定
の
医
療

行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
高
規
格
救
急
車
２
台
、

救
急
救
命
士
５
人
の
体
制
で
救
急
活
動

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

瑞
浪
市
の
特
産
品
と
し
て
昨
年
か
ら

栽
培
が
始
ま
っ
た
大
和
芋
の
試
し
掘
り

が
、
��
月
��
日
に
日
吉
町
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
半
原
二
十
日
会

(

小
倉
隆
興

会
長)

が
地
元
の
遊
休
農
地
��
ア
ー
ル

を

利
用
し
て
栽
培
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
���

ン
ト

の
収
穫
が
望
め
る
と
の
こ

と
、
自
然
薯
に
も
優
る
と
も
劣
ら
な
い

味
を
み
な
さ
ん
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
公
園
い
こ
い
の
広
場(

明
世
町)

基
礎
工
事
が
終
わ
り
、
卵
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
成
型
が
始
ま
り
ま
し
た
。

７
月
か
ら
行
わ
れ
た
竜
の
う
ろ
こ

作
り
は
、
��
月
に
完
了
し
、
町
民

３
８
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
卵
と
う
ろ
こ
に
釉
薬
を

か
け
て
焼
成
し
、
こ
の
上
に
貼
り
つ

け
ま
す
。

●
釜
戸
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

事
務
局

�
６
３－

２
０
０
５

平成��年��月��日
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学学年年ををここええてて交交流流 いいもも煮煮会会

��月５日 みのり財布祭 (稲津町小里稲荷神社)
｢世界一の大皿｣ ギネスブック認定記念として､
���×��㎝の油あげが揚げられました｡

ギギネネススにに挑挑戦戦 『『世世界界一一のの油油ああげげ』』

��月４日 土岐小学校前の河原で小
学生と地元のお年寄りら���人が参加
して芋煮会が行われました｡

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
	



�
�
�

�
�
�
�
�
�

��
月
��
日
、
明
世
町
の
市
民
公
園
で
、

小
学
生
が
作
っ
た

『

愛
の
巣
箱』

の
巣

箱
掛
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ソ
ニ
ー
瑞
浪
と
市
が

｢

��

世
紀
に
つ
な
げ
よ
う
、
地
球
に
や
さ
し

い
環
境
作
り｣
を
テ
ー
マ
と
し
て
各
小

学
校
に
呼
び
掛
け
た
も
の
で
、
夏
休
み

の
工
作
と
し
て
��
個
も
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
各
地
域
で
掛
け
る
も

の
を
除
い
た
残
り
��
個
を
、
芝
生
ひ
ろ

ば
や
遊
歩
道
に
設
置
、
お
父
さ
ん
と
一

緒
に
参
加
し
た
児
童
は

｢

鳥
た
ち
が
い

い
気
持
ち
で
住
め
る
よ
う
な
町
に
し
た

い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

��
月
��
日
、
日
吉
町
で
新
し
い
可
燃

ご
み
焼
却
施
設
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
現
施
設

(
１
９
８
２

年
稼
働)

の
老
朽
化
、
国
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
排
出
規
制
の
強
化
に
対
応
し
建
設

す
る
も
の
で
、
施
設
は
��
時
間
稼
働
、

一
日
当
た
り
可
燃
ご
み
��

ン
ト

、
下
水

道
汚
泥
５
ン
ト

を
処
理
す
る
も
の
で
す
。

敷
地
面
積

１
１
２
０
０
㎡
、
建
築

延
べ
面
積
２
０
５
０
㎡
、
建
設
費
２
８

億
５
６
０
０
万
円
で
、
平
成
��
年
６
月

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

��
月
４
日
、
日
吉
町
文
化
祭
に
合
わ

せ
、
日
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

前
の
老
人
憩
い
の
家

『

福
寿
荘』

で
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
作
品
展
と
ミ

ニ
バ
ザ
ー
、
介
護
者
の
つ
ど
い
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
が
高
齢
者
を
介
護
す
る
時
代

を
迎
え
、
地
域
の
語
ら
い
の
場
・
ふ
れ

あ
い
の
場
と
し
て
、
多
く
の
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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コ
ラ
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・
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涯
学
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今
年
で
��
回
目
を
迎
え
た
、
小
学
校

陸
上
記
録
会
が
、
��
月
５
日
瑞
浪
市
民

競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
空
の
下
、
市
内
小
学
校
６

年
生

(

大
湫
小
は
５
・
６
年
生)

全
員

が
参
加
し
、
大
き
な
声
援
を
受
け
各
競

技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
種
目
優
勝
者

(

敬
称
略)

◎
男

子

八
〇
ｍ
ハ
ー
ド
ル

田
村

啓

(

日
吉)

��
秒
９

一
〇
〇
ｍ

木
澤

祐
介

(

瑞
浪)

��
秒
２

鈴
木

豊
大

(

瑞
浪)

��
秒
２

一
〇
〇
〇
ｍ

加
藤

健
太

(

土
岐)

３
分
��
秒

走
り
幅
跳
び

愛
知

聖
己

(

土
岐)

３
ｍ
��

走
り
高
跳
び

日
比
野
吉
洋

(

稲
津)

１
ｍ
	


ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

小
森

竜
太

(

土
岐)


�
ｍ
��

四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー

瑞
浪
小


�
秒
５

加
藤
暁
博
・
鈴
木
豊
大
・

春
日
井
俊
基
・
大
野
賢
次

◎
女

子

八
〇
ｍ
ハ
ー
ド
ル

伊
藤

由
奈

(

土
岐)

�	
秒
８

一
〇
〇
ｍ

尾
崎

加
奈

(
瑞
浪)

��
秒
７

一
〇
〇
〇
ｍ

鈴
木

聡
美

(

陶)
３
分
		
秒

走
り
幅
跳
び

渡
辺

亜
美

(

日
吉)

３
ｍ
��

走
り
高
跳
び

有
我

知
美

(

釜
戸)

１
ｍ
��

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

小
木
曽
可
奈

(

稲
津)

�	
ｍ
	�

四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー

瑞
浪
小


�
秒
８

足
立
麻
衣
子
・
田
辺
カ
ズ
エ
・

市
川
結
・
尾
崎
加
奈

澄
み
切
っ
た
大
空
に
静
か
に
浮
か
ぶ

月
は
実
に
美
し
い
。
特
に
秋
の
月
に
は

言
い
知
れ
ぬ
風
情
が
あ
る
。

草
む
ら
か
ら
流
れ
く
る
綺
麗
な
虫
の

音
、
淡
い
月
光
に
映
え
る
ス
ス
キ
の
穂
、

大
自
然
の
織
り
成
す
清
澄
で
詩
的
な
世

界
で
あ
る
。

月
に
思
い
を
馳
せ
る
時
、
い
つ
も
脳

裏
に
浮
か
ぶ
の
は
、
誰
も
が
一
度
は
口

ず
さ
ん
だ
で
あ
ろ
う
、『

月
の
砂
漠
を

は
る
ば
る
と
〜』

の
歌
に
ま
つ
わ
る
、

忘
れ
が
た
い
実
話
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
叙
情
画
家
で
詩
人
で
も
あ
っ

た
加
藤
ま
さ
を
作
詞
、
佐
々
木
す
ぐ
る

作
曲
で
、
大
正
十
二
年
に
発
表
さ
れ
、

た
ち
ま
ち
全
国
に
広
ま
っ
た
不
朽
の
名

曲
の
一
つ
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
も
末
期
を
迎
え
た

昭
和
十
九
年
、
中
国
大
陸
の
あ
る
前
線

で
八
路
軍
一
個
師
団
を
率
い
た
林
彪
が
、

日
本
軍
一
個
小
隊
の
守
備
す
る
町
を
包

囲
し
た
。
勝
敗
は
明
ら
か
で
あ
り
、
玉

砕
を
覚
悟
し
た
小
隊
長
は
、
見
張
り
も

立
て
ず
兵
士
を
寝
か
せ
、
た
だ
一
人
月

明
り
の
学
校
の
教
室
で
、
ピ
ア
ノ
で

『

月
の
砂
漠』

を
弾
い
て
い
た
。

町
の
住
人
は
避
難
し
て
一
人
も
い
な
い
。

静
寂
の
中
を
た
だ
澄
ん
だ
ピ
ア
ノ
の
音

色
だ
け
が
流
れ
た
。
こ
の
曲
を
耳
に
し

た
林
彪
は
、
囲
い
を
解
き
何
も
せ
ず
通

過
し
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
日

本
兵
は
全
員
無
事
帰
還
す
る
こ
と
が
出

来
た
。

こ
の
時
の
小
隊
長
が
、
鈴
木
恕
夫

見
習
士
官

(

元
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
球

団
代
表
・
一
九
九
七
年
六
月
他
界)

で
あ
っ
た
。

こ
の
曲
は
全
人
類
に
通
ず
る
何
か

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

不
朽
の
名
曲
に
は
人
の
心
を
動
か
す
、

神
秘
的
で
真
似
る
こ
と
の
出
来
ぬ
力
の

あ
る
こ
と
に
、
た
だ
た
だ
感
服
さ
せ
ら

れ
る
。

歌
は
、｢

心
の
ふ
る
さ
と｣

｢

や
す
ら

ぎ
の
泉｣

な
ど
と
言
わ
れ
る
。
人
の
心

の
奥
深
く
沁
み
込
み
、
誰
も
が
無
意
識

の
う
ち
に
口
ず
さ
む
よ
う
な
曲
は
、

『

人
類
の
宝』

と
し
て
、
い
つ
い
つ
ま

で
も
歌
い
伝
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

秋
と
月
、
歌
と
心
、
秋
の
夜
長
の
静

け
さ
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
に
耽

る
の
も
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。

(

生
涯
学
習
課)

平成��年��月�
日
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生涯学習施設 ��月の休館日
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総合文化センター
市 民 図 書 館

４･��･��･��･��日､ ��～��日

市 民 体 育 館 ５・��・��日､ ��～��日

化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊
サイエンスワールド

４･��･��･��･��日､ ��～��日

文 化 会 館 ７・��・��日､ ��～��日

人
の
和
踊
り
の
輪
心
の
和

中
組
婦
人
会
踊
り
ク
ラ
ブ

み
や
び
会
代
表

太
田
君
代

瑞
浪
市
か
ら
は
監
督
・
選
手
合
わ
せ

て
�	
人
が
出
場
、
大
会
は
、
�

月
��
日

〜
��
日
に
開
催
さ
れ
、
み
な
さ
ん
健
闘

さ
れ
ま
し
た
。

出
場
者

[

敬
称
略]

▼
剣
道
少
年
男
子

田
中
信
博
監
督

(

中
京
学
院
大
学)

中
京
商
業
高
等
学
校

▼
剣
道
少
年
男
子

脇
本
英
典
、
脇
本

康
史
、
白
川
順
一
、
熊
代
年
規
、

羽
田
野
勝
利

▼
陸
上
少
年
男
子

小
林
雄
太

▼
体
操
少
年
男
子

笹
川
拓
朗
、
伊
藤

潤
、
所
敏
正
、
可
児
優
也

▼
体
操
少
年
女
子

梅
津
節
子
監
督

大
野
真
代
、
矢
藤
美
沙
季
、
鈴
木
麻

紀
、
黒
川
絵
里
佳
、
山
田
麻
衣

歯
科
を
通
じ
た
健
康
増
進
と
啓
発
を

目
的
と
し
た
、
第
��
回
県
学
校
歯
科
保

健
優
良
校
最
終
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
日
吉
小
学
校
が
特
選
校

(

中
規
模
校)

に
選
ば
れ
る
な
ど
、
瑞
浪

市
の
小
学
校
５
校
が
入
賞
し
ま
し
た
。
特
選

校
以
外
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

中
規
模
校

県
１
位

稲
津
小
学
校

準
県
１
位

土
岐
小
学
校

優
良
校

陶
小
学
校

小
規
模
校

優
良
校

明
世
小
学
校

県
内
	�
の
小
中
学
校
が
参
加
し
た
、

フ
ラ
ワ
ー
・
ブ
ラ
ボ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル

秋
花
壇
中
央
審
査
の
結
果
、
稲
津
小
学

校
が
、
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

婦
人
会
の
衰
退
が
言
わ
れ
て
久
し
い

の
で
す
が
、
私
た
ち
の
中
組
婦
人
会
で

は
、
ほ
と
ん
ど
一
戸
に
一
人
は
婦
人
会

に
入
会
し
て
い
ま
す
。
婦
人
会
の
活
動

に
は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
研
修
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
中
組
婦
人

会
で
は
ク
ラ
ブ
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
婦
人
会
員
の
輪

(

和)

を
広
げ

て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
が
私
た
ち
の
踊
り
ク

ラ
ブ

『

み
や
び
会』

で
す
。
現
在
、
会

員
十
二
名
で
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日
に

文
化
会
館
で
の
稽
古
で
心
地
好
い
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

婦
人
会
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
す
か
ら
、

好
き
な
者
同
志
が
集
ま
っ
て
作
る
同
好

会
と
は
違
っ
て
、
第
一
に
は
婦
人
会
と

し
て
の
和
を
大
切
に
す
る
。
第
二
に
は

個
人
プ
レ
ー
に
走
ら
な
い
で
、
み
ん
な

で
協
力
し
あ
っ
て
高
め
合
っ
て
い
く
。

第
三
に
は
練
習
の
成
果
を
、
老
人
ホ
ー

ム
や
施
設
な
ど
で
、
少
し
で
も
役
に
立

た
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
踊
り
ク
ラ

ブ
の
目
あ
て
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
生
き
と
生
活

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

去
る
、
十
月
十
七
日
に
は
、
明
世
町

に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム

『

白
寿
荘』

を
訪

問
い
た
し
ま
し
た
。
踊
り
の
ほ
か
に
、

童
謡
、
民
謡
、
大
正
琴
な
ど
も
折
り
込

ん
で
観
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
六
十
名

ほ
ど
の
入
所
者
の
方
々
が
、
最
後
ま
で

熱
心
に
観
た
り
聴
い
た
り
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、｢

ま
た
、
来
て

ね
。
待
っ
て
い
る
か
ら｣

と
、
何
度
も

話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
練
習

不
足
で
満
足
の
い
く
訪
問
で
は
な
か
っ

た
の
に
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
に
、

全
員
感
激
し
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

踊
り
ク
ラ
ブ
全
員
が
身
も
心
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ

で
き
、

力
を
合

わ
せ
助

け
合
い
、

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動
が

で
き
る

ク
ラ
ブ

と
し
て

今
後
も

精
進
を

続
け
て

い
き
た

い
と
願

っ
て
い

ま
す
。

瑞浪市役所 ���－����
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総合文化センター 講堂
影絵・手品など
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��時

��月�日�
～��月��日�

～石コロ・タイル・流木なんでもアートだ！～
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今
回
は
、
５
月
よ
り
開
校
し
て
い
る
図
書
館
教
室
で
制
作

し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

毎
月
第
４
土
曜
日
に
親
子
を
対
象
に
開
催
し
て
い
る
こ
の

教
室
で
は
、
自
然
の
中
に
あ
る
石
・
流
木
・
つ
る
な
ど
を
使
っ

て
楽
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

作
品
は
、
子
ど
も
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
感
性
と
情
熱
で
作

ら
れ
た
も
の
ば
か
り
で
す
。
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��月��日�
◆ 臨時休館日のお知らせ ◆

��月��日�
『整 理休館日 』
ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします｡

今年も図書館にサンタさんが
やってきます｡ 良い子のみな
さん すてきなプレゼントや
楽しい催しもあるよ！ みんなで遊びにきてね｡
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図
書
館
か
ら
遠
い
方
や
車
で
来
館
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
移
動
図
書
館
車

(

こ
ま
ど
り
号)

が
毎
月
各
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

｢

こ
ま
ど
り
号｣

に
は
、
千
冊
ほ
ど

の
本
が
積
載
さ
れ
て
い
て
、
ご
希
望
の

図
書
が
な
い
と
き
に
は
、
リ
ク
エ
ス
ト

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
読
み
た
い
本
を
予
約
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
巡
回
日
に
、
あ

な
た
の
最
寄
り
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

お
届
け
す
る
制
度
で
す
。

�
読
書
の
秋
�
で
す

｢

こ
ま
ど
り
号｣

を
お
お
い
に
利
用
く
だ
さ
い
。

平成��年��月��日

���	
��
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��時��分
～��時��分

高齢者在宅世帯に
｢緊急特別家庭訪問指導｣

��������� !"#"$
��時～ 売切れ次第終了

出品���点

第
２
回

瑞浪市文化協会創立��周年記念
%&'(�)*+,-.

��時～・��時～・��時～

会場 総合文化センター

� �

/"0123��
456�7�89:;

��時
～��時 BS2で放映

平成
��年
度

<8<8=>?@ABC/DEF

��月��日�

��月��日�

GHIJKLMNMOPQ

RS3T UVWXYZ[\

]IJ^MNO_PQ ��月��日�

��月�日�

会場 総合文化センター 参加費 ���円 (資料代)
◎基調講演 『中山道のまち』 安藤秋義氏
◎各地区スライド発表
・桜堂薬師の保存 桑原純美氏 (土岐)
・世界一の茶壺製作 田口典宏氏 (陶)
・竜吟峡ドラゴン��製作 大竹康夫氏 (釜戸)
・半原文楽と文化財保護委員 宮地芳樹氏 (日吉)
・土岐川堤桜まつり 岩島康夫氏 (瑞浪)
・町まるごと公園化構想 成瀬允道氏 (稲津)
・化石山防空壕文化財登録 安藤秋義氏 (明世)
◎各地区発表者によるシンポジウム
・助言 斎藤英典氏(鎌倉市まちづくりプランナー)
◆問い合わせ 美濃源氏フォーラム事務局

井澤 ���－����

一般入学試験
◎看護学科 (２年課程､ 修業年限３年､ 昼間定時制)
◎募集人員 推薦入学と合わせて��人
◎願書受付 ��月��日�～平成��年１月��日�

(土・日・祝日および��月��日～１月３日を除く｡
郵送の場合は１月��日消印有効)

◎試験日 平成��年１月��日�

会 場 東濃看護専門学校
科 目 国語 (古典を除く) 数学､ 看護学､ 面接
推薦入学試験
◎願書受付 ��月１日�～��日� (土・日を除く)
◎試 験 日 ��月��日� (看護学､ 小論文､ 面接)
＊詳細は､ 東濃看護専門学校���－����へ
〒�������� 土岐市土岐津町土岐口��	���

多治見市医師会附属准看護婦学校では､ 次のとお
り平成�	年度の生徒を募集します｡
◎募集人員 ��人
◎受験資格 義務教育終了 (見込み) 者で､ 看護学

教程履修可能な学力のある方
◎願書受付 平成��年１月９日�～１月��日�

◎試 験 日 平成��年２月��日�

会場 多治見市医師会附属准看護婦学校
科目 数学・国語・社会および面接
◆問い合わせ 多治見市音羽町３丁目��番地
多治見市医師会附属准看護婦学校 ���－����

３人以上の子どもを養育している方の子育て支援
と､ 子どもたちの健全な成長を願って作られた､ 瑞
浪市独自の少子化対策制度です｡
３人目以降の対象児童が､ 満３歳および６歳にな
ると対象となり､ 平成��年度は�	
人の児童が該当
しました｡
●《満３歳》平成９年４月２日～��年４月１日生まれ
●《満６歳》平成６年４月２日～７年４月１日生まれ
●手当の額 対象 １人５万円
●申請期限 ��月��日�

●照 会 先 福祉課児童係 �内線���

事故で親を失った仔鹿を守り育てる少年､ 反対す
る大人たち､ 本当の優しさ・思いやりとは…

県下の交通事故による死者は､ 昨年と比べたいへ
ん増加しており､ 過半数は高齢者が関係しています｡
高齢者を交通事故から守るため､ 県下一斉に､ 
�

歳以上の高齢者が在宅する全世帯を､ 区および交通
安全協会の役員が訪問いたします｡
期間 ��月��日�まで
◆問い合わせ 環境課交通対策係 �内線�	�

岐阜県の魅力を９時間にわたり生中継で紹介しま
す｡ 県内各地から､ 豊かな自然や人情､ ユニークな
人物､ 地元特産品などが登場します｡

会場 瑞浪市産業振興センター
５千円のくじ引きにより陶芸作品が当たります
※９時から整理券を配布
◆問い合わせ 瑞浪市産業振興センター �
�－����

瑞浪市役所 �
�－����



古紙配合率���％再生紙を使用しています 広報みずなみ 発行／瑞浪市 〒��������岐阜県瑞浪市上平町�丁目�番地 ��������	

�������
�������������������������	
��

����年��月１日現在 (カッコ内は前月比) 人口＝������人 (＋� ) 世帯数＝�!��!�世帯 (＋!�)

������������������������			 ��������

場所 保健センター

８時!�分～��時

場所
保健センター

～精神保健福祉について～

��

��時
～��時

� � � � � � � � � �
��月�日�

�	
����������

������������������

��月��日�

�� !"#$%&'()*�
��月��日�

+,-.��/��/01�234 ��������	
 �����

������ � � � ���� � � � � �  

� カ 月 児 健 康 診 査 11月28日�

第１子は13時集合
第２子以上は
14時～14時30分受付

平成12年７月生まれ 母子健康手帳

� 歳 児 健 康 診 査
＊健診終了後､ 希望者に
歯みがき教室を実施

11月24日� 12時30分開始 平成９年10月生まれ
早朝尿 (50cc位)
歯ブラシ､ コップ
母子健康手帳

� カ 月 児 健 康 相 談
お よ び 離 乳 食 教 室 12月 5 日�

９時30分
～９時45分 平成12年６月生まれ 母子健康手帳

�歳児歯みがき教室 12月 7 日�

９時～11時

平成10年12月生まれ

母子健康手帳
歯ブラシ､ コップ

�歳児・�歳�カ月児
歯 み が き 教 室 11月28日�

平成９年９月生まれ
平成９年５月生まれ

�歳児・�歳�カ月児
歯 み が き 教 室 11月30日�

平成８年11月生まれ
平成８年５月生まれ

大竹 正さん (日吉) 勝股 稔さん (稲津)
桑原�子さん (土岐) 櫻井逸平さん (土岐)
曽根薫子さん (陶) �桑峯子さん (明賀台)
中山義夫さん (稲津) 原田 宏さん (釜戸)
細川辰子さん (小田) 前田ふきさん (須野志)
三浦文子さん (大湫) 横井清治さん (寺河戸)

��月９日の健康福祉大会で､ 長年にわたり歯
の大切さを十分認識し､ ��歳以上で自分の歯を
��本以上残された努力をたたえ､ 表彰を受けら
れたみなさんです｡
本人の努力しだいでは､ 一生自分の歯で食べ
ることができ､ 健康な生活を送ることも可能で
す｡ ぜひ､ 見習って歯を大切にしましょう｡

場 所 保健センター 料 金 各���円
対 象 者 ��歳以上の希望者 (定員��人)
申し込み ��月��日�までに電話などで保健セ

ンターへ

申し込み ��月８日�までに保健センターへ
※成分献血ですので一人��～��分かかります

◆医師による健康相談… ��時～��時
個別相談・血圧測定・尿検査を実施
◆乳幼児相談… ９時��分～��時
身体計測と育児相談
＊母子健康手帳を持参ください
◆栄養相談… ９時～��時
栄養士の個別相談 ＊電話予約が必要

●精神保健福祉相談
自身や家族について､ 不眠・イライラ・ふさ
ぎ込む・暴力・痴ほうなどについて相談に応じ
ます｡ 保健センターでの相談日は��月��日�で
す｡ (電話予約が必要)
●精神障害者保健福祉手帳の交付
精神疾患による精神障害のために長期にわた
り生活への制約がある方が対象です｡ 申請書に
医師の診断書または障害年金証書の写しを添え
て申請します｡ 手帳の有効期限は２年です｡
●通院医療費公費負担制度
精神病で通院治療を受けている場合に､ 医療
費の自己負担を軽減する制度です｡

問い合わせ 東濃地域保健所 健康増進課
�������� 内線���


